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（ 仮 称 ） 新 市 街 地 地 区 小 中 学 校 併 設 校 の 建 設 事 業 に つ い て  

 

１ ． 事 業 の 背 景  

 平 成 １ ７ 年 ８ 月 に つ く ば エ ク ス プ レ ス（ Ｔ Ｘ ）が 開 通 し 、現 在 、

市 内 ４ か 所 で Ｔ Ｘ 沿 線 の 一 体 型 特 定 土 地 区 画 整 理 事 業 が 施 行 さ

れ 、 基 盤 と な る 都 市 計 画 道 路 、 宅 地 等 の 整 備 が 行 わ れ て い ま す 。

特 に 、 流 山 お お た か の 森 駅 を 中 心 と し た 新 市 街 地 地 区 で は 、 乗 換

駅 と し て の ポ テ ン シ ャ ル の 高 さ や 緑 豊 か な 環 境 等 か ら 、大 規 模 な

共 同 住 宅 の 建 設 、 宅 地 分 譲 が 進 み 、 児 童 ・ 生 徒 及 び 未 就 学 児 の 増

加 が 顕 著 と な り 、 新 た な 小 中 学 校 の 建 設 が 急 務 と な っ て い ま す 。 

Ｔ Ｘ 沿 線 区 域 内 に お け る 公 立 学 校 の 配 置 計 画 に つ い て は 、平 成

７ 年 の 計 画 で は 、新 市 街 地 地 区 と 運 動 公 園 周 辺 地 区 に 小 学 校 2 校 、

中 学 校 1 校 を 新 た に 建 設 す る も の で あ り ま し た が 、人 口 動 態 に 合

わ せ 、 効 果 的 な 施 設 の 利 用 を 検 討 し 、 小 学 校 1 校 、 中 学 校 1 校 と

し 、 併 せ て 小 学 校 と 中 学 校 を 一 体 的 に 整 備 し （ 仮 称 ） 新 市 街 地 地

区 小 中 学 校 併 設 校 （ 以 下 「 小 中 併 設 校 」 と い う 。） を 建 設 す る も

の で す 。  

こ れ は 両 施 設 を 一 体 的 に 整 備 す る こ と で 相 互 施 設 の 共 用 化 を

図 る と 共 に 、 小 中 一 貫 し た 教 育 を 進 め る こ と に よ り “ 学 び と 指 導

の つ な が り ” の 中 で 「 豊 か な 心 」 と 「 確 か な 学 力 」 を 育 成 し 、 小

中 学 校 の 教 育 の 連 携 を 強 化 し た 新 た な 学 校 づ く り を 目 指 し ま す 。

（ 別 添 資 料 １ ： 流 山 市 の 小 中 一 貫 教 育 ）  

ま た 、地 域 と の 交 流 や 地 域 の 連 携 を 図 る た め の 施 設 と し て の 地

域 交 流 施 設 、更 に は 安 心 安 全 の 面 か ら 防 災 対 策 強 化 と し て 防 災 備

蓄 倉 庫 を 併 設 し ま す 。  

 

２ ． 事 業 概 要  

（ １ ） 事 業 概 要  

建 設 地  新 市 街 地 地 区 一 体 型 特 定 土 地 区 画 整 理 事 業 地 内 保 留 地  

    流 山 市 市 野 谷 地 先 （ 次 頁 位 置 図 を 参 照 し て 下 さ い 。）  

敷 地 面 積    ３ ８ ， ５ ３ ９ ㎡  

延 べ 床 面 積   ２ ２ ， ２ ５ ５ ㎡ （ 基 本 設 計 終 了 時 の 面 積 ）  

構 造 等     地 上 ３ 階 建 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 一 部 鉄 骨 造  
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施 設 用 途  小 学 校 、中 学 校（ 児 童・生 徒 数 、学 級 数 の 推 計 は 、「 ３ ．

学 校 規 模 及 び 通 学 区 域 に つ い て 」 を 、 参 照 し て 下 さ

い 。）  

地 域 交 流 施 設 、 学 童 ク ラ ブ 、 防 災 備 蓄 倉 庫  

学 校 の 諸 室 構 成  

 小 学 校  普 通 教 室 、 特 別 教 室 （ 生 活 科 、 理 科 、 図 工 ）  

管 理 諸 室 （ 保 健 室 、 校 長 室 、 放 送 室 ）、 屋 内 運 動 場 、  

グ ラ ウ ン ド  

中 学 校  普 通 教 室 、 特 別 教 室 （ 生 物 、 化 学 、 美 術 、 技 術 ）、  

管 理 諸 室 （ 保 健 室 、 校 長 室 、 放 送 室 ）、 屋 内 運 動 場 、

武 道 場 、 グ ラ ウ ン ド 、 テ ニ ス コ ー ト  

共  用  多 目 的 教 室 、 予 備 教 室 、 英 語 教 室 、 集 会 室 、 調 理 室 、 

図 書 室 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 室 、 音 楽 室 、 音 楽 ホ ー ル 、  

被 服 室 、 会 議 室 、 プ ー ル 、 給 食 室  

（ 配 置 図 、 各 階 平 面 図 は 別 添 資 料 ２ を 参 照 し て 下 さ い 。）  

事 業 費  １ １ ８ ． ５ 億 円 （ 用 地 、 建 築 、 外 溝 、 グ ラ ウ ン ド 整 備 、

備 品 購 入 、 事 務 費 等 を 含 み ま す 。）  

委 託 先  独 立 行 政 法 人 都 市 再 生 機 構 （ 以 下 「 Ｕ Ｒ 都 市 機 構 」 と  

い う 。）  

開 校 予 定  平 成 ２ ７ 年 ４ 月  

今 後 の 予 定  建 築 工 事 ： 平 成 ２ ５ 年 １ ０ 月 ～ 平 成 ２ ７ 年 ２ 月  

 位 置 図  
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（ ２ ） 基 本 方 針  

 ア ． 基 本 計 画  

   平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月 に は 、小 中 併 設 校 の 建 設 に 向 け た 基 本 的 な

計 画 を ま と め た 、（ 仮 称 ） 新 市 街 地 地 区 小 中 学 校 併 設 校 基 本 計

画 を 策 定 し ま し た 。基 本 計 画 は 、平 成 ２ ３ 年 ８ 月 に 案 を 公 表 し 、

広 報 な が れ や ま 平 成 ２ ３ 年 ９ 月 １ 日 号 で 案 に 対 す る 意 見 を 市

民 の 皆 様 に 募 り 、 修 正 を 加 え ま し た 。  

（ 別 添 資 料 ３「（ 仮 称 ）新 市 街 地 地 区 小 中 学 校 併 設 校 基 本 計 画 」を 参 照 し

て 下 さ い 。）  

イ ． 施 設 の 整 備 方 針  

   小 中 併 設 校 は 、次 世 代 に 引 き 継 い で い け る 地 域 施 設 と い う 視

点 を 持 ち 、 小 中 一 貫 教 育 の 取 り 組 み 、 安 心 安 全 の 取 り 組 み 、 社

会 要 請 へ の 対 応 、 地 域 環 境 へ の 対 応 と い う ４ 点 か ら 、 学 校 づ く

り を 進 め て い ま す 。  

特 に 地 域 交 流 が で き る 学 校 と し て は 、 地 域 の 方 々 が 連 携 を 深

め 地 域 活 動 を 推 進 す る 場 と し て の 、 ホ ー ル や 会 議 室 を 備 え た 地

域 交 流 施 設 を 設 け ま す 。  

ま た 、 安 心 安 全 の 取 り 組 み と し て は 、 緊 急 時 の 避 難 所 機 能 の

強 化 を 図 る こ と か ら 防 災 備 蓄 倉 庫 を 設 け る ほ か 、 防 災 行 政 無 線

や マ ン ホ ー ル ト イ レ 、 か ま ど ベ ン チ な ど の 設 備 を 整 備 し ま す 。  
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 ウ ． 基 本 設 計 の コ ン セ プ ト  

設 計 者 は Ｕ Ｒ 都 市 機 構 が 実 施 し た 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式

に よ り 、公 開 ヒ ア リ ン グ と 評 価 委 員 会 を 経 て 、平 成 ２ ３ 年 １ １

月 に 、㈱ シ ー ラ カ ン ス  ア ン ド  ア ソ シ エ イ ツ に 決 定 さ れ ま し た 。 

基 本 計 画 を 踏 ま え 、“ 木 立 の 広 が り に ア ク テ ィ ビ テ ィ （ 活 動 ）

が 見 え 隠 れ す る 、 風 と 光 に 応 答 す る 建 築 ” を 趣 旨 と し て 、 設 計

し て い ま す 。  

建 物 全 体 は 風 の 向 き と 太 陽 の 動 き を 考 慮 し 、 雁 行 配 置 （ 教 室

棟 は 、 住 宅 地 に 正 対 せ ず 斜 め に 配 置 ） に す る こ と で 、 市 野 谷 の

森 か ら の 涼 し い 風 を 建 物 に 取 り 込 み ま す 。 ま た 、 校 舎 内 に ２ か

所 の 中 庭 を 効 果 的 に 配 置 し 、 明 る く 開 放 感 あ ふ れ る 施 設 と し て

い ま す 。  

敷 地 全 体 に 配 置 さ れ た 緑 が 市 野 谷 の 森 と 街 を 柔 ら か く 繋 ぎ 、

街 全 体 が 活 気 あ ふ れ る 地 域 の 核 に な る 学 校 を 目 指 し て い ま す 。 

そ の 地 域 の 核 と し て 地 域 交 流 施 設 は 、地 域 の 方 々 が 利 用 で き

る 目 的 で ホ ー ル や 会 議 室 を 設 け 、防 災 備 蓄 倉 庫 は 学 校 が 地 域 の

避 難 所 で あ る こ と か ら 、そ れ に 対 応 で き る 規 模 の 施 設 と し ま す 。 

 

３ ． 学 校 規 模 及 び 通 学 区 域 に つ い て  

（ １ ） 学 校 規 模 及 び 通 学 区 域  

小 中 併 設 校 は 、既 存 の 市 内 小 中 学 校 が 研 究 実 践 し て き た「 小 中

一 貫 し た 教 育 」が 活 か さ れ た 学 校 を 目 指 す こ と か ら 、計 画 の 当 初

は 、通 学 区 域 も 小 中 学 校 で 同 一 で あ る こ と が 好 ま し い と 考 え ま し

た 。  

し か し 、 「 １ ． 事 業 の 背 景 」 で 記 載 し た と お り 、 児 童 ・ 生 徒 、

特 に 、未 就 学 児 の 急 増 が 顕 著 と な っ て き ま し た 。こ の よ う な 状 況

等 か ら 通 学 区 域 を 同 一 区 域 と す る と 、既 存 の 隣 接 す る 中 学 校 の 教

室 不 足 が 見 込 ま れ る こ と か ら 同 一 区 域 と す る こ と は 困 難 と 判 断

し 、 中 学 校 区 の 一 部 を 拡 大 し ま し た 。 そ の 結 果 、 通 学 区 域 を 別 添

資 料 ４ 「 小 中 併 設 校 通 学 区 域 図 （ 案 ） 」 の と お り 設 定 し ま し た 。  

こ の 通 学 区 域（ 案 ）は 平 成 ２ ４ 年 １ １ 月 ８ 日 付 け で 流 山 市 通 学

区 域 審 議 会 か ら 答 申 を 受 け た も の で す 。平 成 ２ ５ 年 度 中 に 各 種 手

続 き を 経 て 教 育 委 員 会 議 に 議 案 と し て 提 出 し 、通 学 区 域 を 決 め て
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い き ま す 。  

な お 、 こ の 通 学 区 域 の 児 童 ・ 生 徒 数 （ 学 級 数 ） は 、 別 添 資 料 ５

「 小 中 併 設 校 の 児 童・生 徒 数 及 び 小 学 校・中 学 校 の 学 級 数 推 計 表 」

の と お り で す 。  

最 大 学 級 数 は 平 成 ３ ５ 年 、３ ６ 年 の ５ ０ 学 級 規 模 と な り ま し た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 （ 平 成 ）  

 

（ ２ ） 小 中 併 設 校 施 設 規 模 の 利 点  

児 童・ 生 徒 数 の 推 計 結 果 よ り 、小 中 学 校 を 別 々 に 建 設 し た 場 合

に は 、 小 学 校 で ２ ７ 学 級 以 上 、 中 学 校 で ３ ０ 学 級 以 上 、 併 せ て  

５ ７ 学 級 以 上 の 施 設 規 模 が 必 要 と な り ま す 。  

し か し 、小 中 併 設 校 に し た こ と に よ り 、小 中 各 教 室 の 使 用 を 柔

軟 に 考 え 、５ ０ 学 級 ま で の 対 応 が 可 能 と な り 、さ ら に 図 書 室 や 音

楽 室 等 を 共 用 す る こ と に よ り 、 面 積 の 削 減 に 努 め ま し た 。  

ま た 、 学 校 用 地 に つ い て も 同 様 で 、 別 々 に 建 設 す る 場 合 に は 、

小 学 校 ２ ． ０ ha、 中 学 校 ２ ． ５ h a、 併 せ て ４ ． ５ ha（「 ６ ． 総 合

計 画 で の 位 置 付 け 」 を 参 照 し て 下 さ い 。） が 必 要 と な り ま す が 、

小 中 併 設 校 に し た こ と に よ り 、 約 ３ ． ９ ha と な っ て い ま す 。  

 

19
23 25 27 27 26 25 23 22 20 18 18 18 18 18 18

9

10
11

13 15 17 20
24 28

30
28 22 16 12 12 12

575

658

754

826
857

828
787

712

626

541
486 486

486
486 486 486

258
281

325

398

467

547

653

787

920

1000

931

702

470

330 330 330

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

小
中
合
計
の
学
級
数

児
童
・
生
徒
数
（
人
）

小中併設校の児童・生徒数及び小学校・中学校の学級数推計

小学校学級数 中学校学級数 児童数 生徒数

生徒数

児童数



6 

４ ． 主 な 協 議 経 過  

 こ の 事 業 を 進 め る に あ た り 、 多 く の 方 々 の 意 見 を う か が う た め 、

平 成 ２ ４ 年 ３ 月 に は 児 童・生 徒 、Ｐ Ｔ Ａ 、自 治 会 関 係 、Ｎ Ｐ Ｏ の 方 々

を 招 い て ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 い ま し た 。  

 ま た 、市 内 小 中 学 校 教 職 員 に よ る 教 職 員 協 議 会 を 開 き 、日 々 の 実

践 を 踏 ま え た 、新 し い 学 校 へ の 期 待 や 要 望 等 の 様 々 な 意 見 が 出 さ れ

ま し た 。  

（ 別 添 資 料 ６ 「 小 中 併 設 校 に 係 る 主 な 協 議 等 の 経 過 」 を 参 照 し て 下 さ い 。） 

 

５ ． 事 業 の 実 施 方 法  

本 事 業 の 実 施 手 法 に つ い て は 、 市 の 直 接 施 工 、 P F I 手 法 な ど 検 討

し ま し た が 、費 用 負 担 の 平 準 化 と 人 的 負 担 の 軽 減 が 図 れ る こ と か ら 、

Ｕ Ｒ 都 市 機 構 の 立 替 施 行 制 度 を 活 用 す る こ と と し ま し た 。  

立 替 施 行 制 度 は 、市 か ら Ｕ Ｒ 都 市 機 構 に 設 計 、 施 工 、 建 設 、 監 理

ま で 一 貫 し て 委 託 ・ 依 頼 し 、建 物 の 完 成 後 に 市 へ 譲 渡 さ れ る も の で

す 。  

立 替 施 行 制 度 は  

① 費 用 負 担 の 平 準 化 ： 建 設 費 、 用 地 取 得 費 の う ち 国 庫 補 助 金 、

地 方 債 を 除 く 費 用 を 長 期 割 賦 で き 、 市 の 財 政 負 担 を 軽 減 で き ま

す 。  

② 人 的 負 担 の 軽 減 ： Ｕ Ｒ 都 市 機 構 の 技 術 力 と 事 業 ノ ウ ハ ウ を 活

用 し 、 本 事 業 に 係 る 本 市 職 員 の 人 的 負 担 の 軽 減 を 図 る こ と が で

き ま す 。  

Ｕ Ｒ 都 市 機 構 と は 、 基 本 設 計 ・ 実 施 設 計 の 業 務 委 託 契 約 を 平 成  

２ ３ 年 ６ 月 に 締 結 し ま し た 。今 後 施 設 の 建 設・監 理 業 務 に つ い て も 、

引 き 続 き Ｕ Ｒ 都 市 機 構 に 依 頼 ・ 委 託 す る 予 定 で す 。  

 

６ ． 総 合 計 画 で の 位 置 付 け  

流 山 市 総 合 計 画 後 期 基 本 計 画 （ 平 成 ２ ２ 年 度 か ら 平 成 ３ １ 年 度 ）

に お け る 新 市 街 地 地 区 の 小 中 学 校 建 設 の 位 置 付 け は 、Ｔ Ｘ 沿 線 開 発

の 進 捗 に 伴 い 、児 童 ・生 徒 の 増 加 に 対 応 し た 学 校 建 設 の 整 備 が 急 務

と な っ て い ま し た 。  

こ の た め 後 期 基 本 計 画 策 定 時（ 平 成 ２ １ 年 度 策 定 ） で は 、新 市 街
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地 地 区 に 小 学 校 １ 校 （ 学 校 用 地 取 得 ２ ． ０ ha）、 中 学 校 １ 校 （ 学 校

用 地 取 得 ２ ．５ h a）を 総 事 業 費 １ ３ ２ ．８ 億 円 で 新 た に 建 設 す る 計

画 を 位 置 付 け ま し た 。  

そ の 後 、小 中 一 貫 し た 教 育 を 推 進 す る 施 策 を 踏 ま え て 、小 学 校 と

中 学 校 を 同 一 敷 地 内 に 集 約 し 、 併 設 す る こ と と し ま し た 。  

現 在 、 策 定 中 の 後 期 基 本 計 画 中 期 実 施 計 画 （ 素 案 ）（ 平 成 ２ ５ 年

度 か ら 平 成 ２ ７ 年 度 ）に は 、基 本 設 計 の 途 中 段 階 で あ っ た こ と か ら

小 中 併 設 校 の 建 設 及 び 学 校 用 地 取 得 （ 約 ３ ． ９ h a） で 、 総 事 業 費    

１ ０ ７ ． ４ 億 円 を 見 込 み ま し た 。  

 

７ ． 概 算 事 業 費  

（ １ ） 概 算 事 業 費  

中 期 実 施 計 画（ 素 案 ）策 定 時 以 降 、さ ら に 基 本 設 計 を 進 め て き

た な か で 学 校 規 模 を 見 直 し 、最 終 的 に 概 算 事 業 費 は 施 設 と 用 地 を

併 せ て １ １ ８ ． ５ 億 円 （ 1 ） と な り ま し た 。  

事 業 費 が 増 加 し た 主 な 要 因 と し て は 、児 童 ・生 徒 数 の 増 加 に 伴

う 予 備 教 室 や 多 目 的 教 室 の 追 加 、昇 降 口 、ト イ レ の 増 や 最 大 食 数

に 対 応 し た 給 食 調 理 場 、電 気 設 備 室 の 増 に 伴 い 面 積 が 増 加 し た こ

と 、さ ら に 、設 備 面 で は 児 童 ・ 生 徒 の 体 格 差 に 対 応 し た プ ー ル 水

位 調 整 設 備 及 び 、小 中 全 学 年 が プ ー ル 授 業 を 行 う た め に は で き る

だ け 長 期 間 プ ー ル を 使 用 す る た め 、屋 根 付 プ ー ル と し た こ と な ど

に よ り ま す 。  

な お 、事 業 費 に つ い て は 、今 後 議 会 の 議 決 を 経 て 、決 定 さ れ る

こ と に な り ま す 。  

 

事 業 費 の 財 源 内 訳  単 位 ： 億 円  

項 目  総 額  

財 源 内 訳    

国  庫  

補 助 金  
地 方 債  一 般 財 源  

計  118. 5  19.8  60.5  38.2  

 

 
（ 1 ） 用 地 購 入 費 に つ い て は 現 在 交 渉 中 で あ り 、 今 後 変 更 の 場 合 が あ り ま す 。 
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平 成 ２ ５ 年 歳 入 見 込 み の 市 税  単 位 ： 億 円  

年 度  
市    税  

予 算 見 込 み 額  ２ 割 相 当 額  

25  228. 2  45.6   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 費 の 財 源 と し て 、国 庫 補 助 金 、地 方 債 、一 般 財 源 を 見 込 ん

で お り 、そ の 中 で 地 方 債 の 額 が 、平 成 ２ ５ 年 度 の 歳 入 見 込 み に お

け る 市 税 の ２ 割 を 超 え て い ま す 。  

 

（ ２ ） 地 方 債 に つ い て  

地 方 債 を 発 行 し て 事 業 を 実 施 す る 理 由 は 、大 き く 二 つ あ り ま す 。 

① 資 金 繰 り ： 建 設 事 業 費 が 大 き い た め 国 庫 補 助 金 を 除 い た 財

源 に つ い て 、 建 設 費 等 を 支 出 す る 年 度 の 市 税 収 入 の み で 賄 っ

た 場 合 、 そ の 他 の 市 民 サ ー ビ ス に あ て る 財 源 が 不 足 し ま す 。  

② 世 代 間 の 公 平 性 の 確 保：地 方 債 を 発 行 し な か っ た 場 合 に は 、

現 在 お 住 ま い の 市 民 の 皆 様 の 負 担 す る 税 金 の み で 建 設 す る こ

と と な り 、 将 来 市 民 と な り 同 じ よ う に 施 設 を 使 用 す る 市 民 の

皆 様 の 負 担 が な い こ と か ら 、 不 公 平 に な り ま す 。  

地 方 公 共 団 体 の 予 算 は 、本 来 そ の 年 度 に 使 う 経 費 は そ の 年 度 の

収 入 で 賄 う こ と が 原 則 で す が 、① や ② の こ と か ら 、学 校 や 道 路 な

ど 将 来 に わ た り 使 用 す る 公 共 施 設 に 係 る 事 業 に は 、地 方 債 の 発 行

が 認 め ら れ て い る も の で す 。（ 地 方 財 政 法 第 ５ 条 ）  

 

８ ． そ の 他  

（ １ ） 近 年 の 学 校 建 設  

平 成 ２ １ 年 ４ 月 に 移 転 し 、新 校 舎 と な っ た 本 市 の 小 山 小 学 校 建

設 は 、文 部 科 学 省 委 託 事 業 と し て「 幼 稚 園 、小 学 校 及 び 中 学 校 施

設 整 備 指 針 改 訂 に 係 る 先 進 事 例 集 検 討 委 員 会 」で 平 成 ２ ２ 年 ６ 月

に 発 行 し た 「 こ れ か ら の 小 ・ 中 学 校 施 設 （ 2 ）」 に 全 国 の 先 進 事 例

（ 多 摩 市 立 多 摩 第 一 小 学 校 、福 井 市 立 至 民 中 学 校 等 １ ０ 校 の う ち

 
（ 2 ） 文 部 科 学 省 「 こ れ か ら の 小 ・ 中 学 校 施 設 」  

h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h i s e t u / s e i b i / 1 2 9 4 5 1 4 . h t m  

http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1294514.htm
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の １ 校 ）と し て 紹 介 さ れ て い ま す 。新 し い 学 校 づ く り で あ る 今 回

の 小 中 併 設 校 建 設 に も 、小 山 小 学 校 の 経 験 を 大 い に 活 か し た い と

考 え て い ま す 。  

本 市 の 、こ の 学 校 建 設 の 考 え 方 は 、今 後 既 存 校 が 老 朽 化 に よ り

建 替 え す る 場 合 の 目 標 と な り 、新 し い 学 校 づ く り を 基 本 と し て 学

校 建 設 を 行 っ て い く も の で す 。  

 

（ ２ ） 既 存 校 へ の 対 応  

既 存 校 の 施 設 整 備 の 面 か ら は 、校 舎 改 修 事 業 や 大 規 模 事 業 と し

て こ れ ま で も 改 修 を 行 っ て お り 、今 後 も 後 期 基 本 計 画 中 期 実 施 計

画 に 基 づ い て 計 画 的 に 改 修 を 行 い 、安 心 安 全 で 良 好 な 教 育 環 境 の

保 全 に 努 め ま す 。  

ま た 、小 中 一 貫 教 育 と し て は 、こ れ ま で 隣 接 す る 小 ・ 中 学 校 で

そ れ ぞ れ 築 い て き た 取 り 組 み と 地 域 の 特 性 を 活 か し 、中 学 校 区 ご

と の 小 中 連 携 を よ り 充 実 さ せ 、地 域 と 一 体 と な っ た 一 貫 し た 教 育

を 進 め ま す 。  

 

（ ３ ） 周 辺 校 へ の 対 応  

小 中 併 設 校 周 辺 の 学 校 で あ る 小 山 小 学 校 、八 木 北 小 学 校 、流 山

北 小 学 校 、西 初 石 小 学 校 の 児 童 の 保 護 者 の 皆 様 に は 、学 区 等 の 説

明 会 を 開 催 す る 予 定 で 、 日 程 は 学 校 よ り お 知 ら せ し ま す 。  

    


